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これまでの研究 [8] において取り組んだ幾何学的マッピングの手法は, 力学系の変化のようすを包

括的に理解する上で強力な道具であることがわかった. 傾き α をもつ器械語の位数 n の部分語グラ

フの形状は, 最大分母 n+ 1 のファレイ数列における α の位置によって完全に決定されることや, 傾

き α および切片 ρ により定まる器械語の長さ n の接頭語の部分語グラフにおける位置と α, ρ との

関係を明らかにした.今後は, 幾何学的マッピングの手法がどこまで適用できるかを, 具体的に検討し

ていく. スツルム語はその最初の切り口である. スツルム語は数学のさまざまな分野をと密接なつな

がりがあり, 研究の進め方には多様な方向性があり得る. 具体的には,

• return word, derivated sequence [6] や, Sós 置換 [5] 等との関連の検討

• アルファベットの文字数を増やすことの検討 [2]

• バランスの概念のバリエーションとして, 高さの差の条件を緩めること

• 周期性の条件を緩めた準周期性 (quasiperiodicity) [3]

• オストロフスキー (Ostrowski)記数法 [4], [7]

• 高次元への一つの拡張として数系タイル張り [1]

などが考えられる. これらの関連領域の最近の研究をサーベイしながら, さらなる拡張と一般化を

進めたいと考えている.
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